
プ
ロ
ロ
ー
グ

「
黒
板
に
刻
ん
だ
母
校
の
思
い
出
」

小
田
燈
籠
ま
つ
り
や
高
校
野
球
の
応
援
団
、

特
産
の
小
田
う
ど
ん
と
銘
菓
ゆ
ず
っ
こ
、

獅
子
舞
、
剣
道
部
の
雄
姿
―
―

教
室
の
黒
板
を
使
い
、
５
日
間
も
か
け
て

生
徒
た
ち
が
描
い
た
小
田
高
校
と
小
田
の
思
い
出
で
す
。

黒
板
ア
ー
ト
は
時
間
を
か
け
て
描
い
た
作
品
が
、

消
さ
れ
て
し
ま
う
儚
さ
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
自
分
が
描
い
た
も
の
や
描
い
て
い
た
時
間
は
、

生
徒
た
ち
の
心
に
い
つ
ま
で
も
残
る
は
ず
。

今
年
５
月
、
小
田
高
校
の
分
校
化
が
決
ま
り
ま
し
た
。

来
年
４
月
に
は
内
子
高
校
の
分
校
に
な
り
ま
す
。

分
校
に
な
る
と
多
く
の
こ
と
が
変
わ
り
ま
す
。

名
前
は
も
ち
ろ
ん
、
校
章
、
校
訓
、

新
入
生
の
制
服
も
変
わ
り
ま
す
。

校
長
先
生
は
い
な
く
な
り
、

教
頭
先
生
が
分
校
長
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。

で
も
、
校
舎
と
校
歌
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

長
い
年
月
を
か
け
て
築
い
て
き
た

小
田
高
の
歴
史
や
誇
り
、

地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
も
―
―

小
田
高
校
の
名
前
が
な
く
な
っ
て
も
、

こ
こ
で
の
思
い
出
や
地
域
へ
の
思
い
は
消
え
な
い
。

生
徒
た
ち
の
黒
板
ア
ー
ト
に
は
、

そ
ん
な
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



こ
の
校
舎
に
は
、

　
た
く
さ
ん
の「
コ
ト
」が

　
　
　
詰
ま
っ
て
い
る
ん
だ
―
―

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集
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学校という「ハコ」を残すだけでは、地域の未来にはつながりません。
大切なのは、生徒たちの学びが充実するということ。
それを実現できる小田地域であるということ――
守るのは学校だけではなく、子どもたちの笑顔と未来、
そして小田高校と地域の人たちとの「つながり」ではないでしょうか。
分校化という地域の現実を突きつけられた今だからこそ、
地域とともにある学校の意義について一緒に考えてみませんか。

守りたいのは、
　　「ハコ」だけじゃない。

－　Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｆｅａｔｕｒｅ　ＯDA　Hｉgh Ｓｃhooｌ －　
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　２年前に小田高校に来て、初めて「オ
ダカン」を見たとき、これは面白いと直感
しました。国や県が求めている新しい時
代の教育に合致するし、生徒たちの学び
に向かう姿勢と成長する姿を見て大きな
可能性を感じたからです。
　講師選定に頭を抱える学校が多い中、
小田高に協力してくれる講師はどんどん
増えています。今居先生の情熱と人間性
もありますが、それを支える周りの先生

全校体制で起業家教育に協力
Interview

1_「オダカン」のコンテスト。全てのグループが発表し、本戦に出場するグループを決める　2_魅力化の取り組みの一つ「ふるさと講師縁」。
小田出身の映画監督・冨永昌敬さんと台本づくりに挑戦　3_生徒が全員参加する「オダカン」の会場の様子　4_町職員のガイドで小田深山
を散策したフィールドワーク　5_タブレットや遠隔授業などのＩＣＴを活用　6_バイオマス発電所など地元企業を訪れて学ぶ

たち、全校体制の協力があるからできて
いることだと思います。講師の皆さんの
多くに「また来たい」と感じさせる生徒
たちも素晴らしいと思います。
　本校は重点努力目標の中に「地域社会
を担うグローカル人材の育成」をうたっ
ています。「最先端」は言い過ぎかもしれ
ませんが、今求められている確かな学力
の育成に向け、しっかりと取り組んでい
ることを多くの人に知ってほしいです。

小田高等学校教頭

菊池　博
ひ ろ き

喜さん

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集

１２

３

４５６
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ここ数年、分校化の危機に直面していた小田高校。生徒たちの学びを充実させることが
高校の魅力化につながると、地域に開かれた特色ある学校づくりを始めます。その一つ
が「小田高版・起業家教育プログラム（以下、起業家教育）」です。新しい時代で活躍す
るために必要な能力を育む授業は、高校と地域の未来を照らす光となっています。

～高校魅力化への挑戦～

　「
小
さ
な
学
校
で
も
、
面
白
い
学

び
が
で
き
る
こ
と
を
内
外
に
発
信
し

た
い
」と
話
す
の
は
今
居
弘ひ

ろ
ゆ
き幸
先
生
。

平
成
29
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
魅
力

化
推
進
室
の
室
長
で
す
。
同
室
の
主

な
役
割
は
学
校
と
地
域
の
窓
口
。
学

校
と
地
域
、
行
政
な
ど
を
つ
な
げ
る

企
画
を
立
案
し
実
行
し
ま
す
。

　
設
置
の
き
っ
か
け
は
、
世
界
的
企

業
が
集
ま
る
ア
メ
リ
カ
・
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
と
の
遠
隔
授
業
。
小
田
地
域

出
身
の
神
岡
美み

さ
き咲
さ
ん
が
発
案
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ

ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
桝
本
博ひ

ろ
ゆ
き之
学

長
な
ど
の
協
力
で
実
現
し
た
授
業
で

す
。
世
界
と
つ
な
が
る
機
会
が
生
徒

の
視
野
だ
け
で
な
く
、
大
人
た
ち
の

希
望
も
広
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
高

校
魅
力
化
の
柱
と
な
る
推
進
室
が
設

置
さ
れ
、
起
業
家
教
育
の
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
す
。

　
起
業
家
教
育
は
、
起
業
家
を
育
成

す
る
た
め
だ
け
の
教
育
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
探
求

心
、
情
報
を
集
め
分
析
す
る
能
力
、

判
断
力
と
実
行
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
起
業
家
に
必
要

な
資
質
や
新
し
い
時
代
で
も
活
躍
で

き
る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　
林
業
現
場
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

を
訪
れ
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
学

ぶ「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」や
、
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
桝
本
さ
ん
を
は
じ
め
、

世
界
を
知
る
大
人
た
ち
の
話
を
聞
く

「
特
別
講
座
」、ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
全
校
生
徒
で
会
議
す
る「
オ
ダ

カ
ン
」な
ど
、地
域
と
世
界
を
舞
台
に

可
能
性
を
広
げ
る
授
業
は
、
小
田
高

校
の
魅
力
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は「
オ
ダ
カ
ン
」
の

取
り
組
み
。
各
学
年
が
協
力
し
て

会
議
を
進
め
、
ア
イ
デ
ア
を
実
行
計

画
に
し
て
発
表
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
堂
々
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
、
大
人
た
ち
が
目
を
見
張
り
ま

す
。「
競
争
」
し
な
く
て
も「
共
創
」

す
れ
ば
、い
い
も
の
が
作
れ
る
―
―
。

田
舎
の
小
さ
な
高
校
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
面
白
い
学
び
は
、
学
校
と
地
域

の
未
来
に
希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

地域の灯を消さないために

　小田高校の魅力化の取り組みは、地域
からの提案で始まりました。小田は土地
柄も人柄もいいので、地域と結びつくこ
とが最大の魅力になると考えています。
地域の人々も積極的に協力してくれま
す。起業家教育などで年間40 ～ 50人の
外部講師が来てくれていますが、多くの
人が無償で授業を引き受けてくれます。

「人づくりに関わることは町の未来への
投資だから」と言ってくれる人もいまし

地域の人たちに育ててもらえる小田高生
Interview

た。生徒たちに「帰ってきて」というの
は簡単ですが、生徒たちが「帰ってきた
い」という思いを醸成できるのは貴重な
機会です。改めて小田高生は地域の人た
ちに育ててもらっていると思いました。
　地域と思いを共有して手を取り合え
ば、学校の先生が変わっても起業家教育
は続けられます。生徒たちの姿を見て、
地域の皆さんにずっと残してほしいと
思ってもらえる高校でありたいです。

小田高等学校魅力化推進室長

今居　弘
ひろゆき

幸さん

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
が
開
い
た
扉

目
指
せ
グ
ロ
ー
カ
ル
（
※
）
な
人
材

（※）地域の「ローカル」と世界の「グローバル」を組み合わせた造語
　　「グローカル人材」は世界的な視点で地域社会に貢献する人材

見
え
て
き
た
光

「オダカン」で発表する生徒
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地
域
に
高
校
が
な
く
な
る
。
本
来
な

ら
大
人
が
背
負
う
課
題
に
、
生
徒
た
ち

も
一
緒
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。「
学

校
や
地
域
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
が

で
き
る
か
」
と
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
口

に
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
９
月
に

三
崎
高
校
で
行
わ
れ
た
、
各
学
校
の
地

域
課
題
を
議
論
す
る「
せ
ん
た
ん
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
参
加
し
た
７
校
の

う
ち
、
学
校
の
存
続
を
議
題
に
挙
げ
た

の
は
小
田
高
生
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
課
題
を「
自
分
た
ち
ご
と
」

と
捉
え
、
分
校
化
が
決
ま
っ
た
今
で
も

生
徒
た
ち
は
考
え
続
け
て
い
ま
す
。

　　「
も
っ
と
早
く
高
校
魅
力
化
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
た
ら
、
結
果
は
変

わ
っ
て
い
た
か
も
」と
悔
や
む
小
田
高

の
先
生
た
ち
。
地
域
の
大
き
な
課
題
に

正
面
か
ら
向
き
合
う
生
徒
た
ち
を
見
守

り
、
そ
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。
石

崎
一か

ず
み水
校
長
は「
分
校
化
は
残
念
だ
け

ど
、
過
程
の
取
り
組
み
に
は
大
き
な
成

果
が
あ
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
人
と
の
つ

な
が
り
や
感
謝
の
心
な
ど
、
都
会
で
は

薄
れ
つ
つ
あ
る
価
値
が
小
田
に
あ
る
こ

と
を
学
び
、
成
長
し
て
い
る
」
と
目
を

細
め
て
話
し
ま
し
た
。

　田舎が嫌で、ずっと都会へ行きたいと思ってい
ました。部活動の剣道では、中学まで一緒に頑張っ
た子たちが別の高校に行ってしまいました。小田
高に入ったことを後悔した時期もあります。そん
な私を変えてくれたのは、熱心な先生たちの姿で
す。縛り付けるのではなく、一人一人の個性を大
切にして伸ばしてくれます。起業家教育の活動で
も個性が大切で、個性があるからこそ、いろいろ
な案が生まれることを学びました。私は２年生の
頃から起業家教育に積極的に参加するようにな
り、そのような活動が好きだと気付きました。地
域を元気にするためのプレゼンテーションやふる
さとＣＭを作りながら、小田のいいところや人々
の温かさに触れ、いつしか小田と小田高校が大好
きな場所に変わりました。
　将来は内子町に残って、地域のために何かしたい
という気持ちが強くなっています。たくさんの出会い
をくれた先生たちに感謝の気持ちでいっぱいです。

　小田高校を選んだのは、中学生の頃は大勢でい
るのが苦手で、学校へ行けないことがあったから
です。生徒数が少なくて寮もあり、遠くからでも
通えることが主な理由でした。でも今は、この学
校に来てよかったと思っています。最初は町外出
身の自分を受け入れてもらえるか心配していまし
たが、杞憂に終わりました。みんな優しくて、すぐ
に友達ができました。授業もＩＣＴを活用したも
のが多く、寮ではみんなで勉強するので成績が上
がりました。想像以上に充実しています。
　起業家教育や生徒会でたくさんの経験を積むこ
とができました。以前は多くの人といることが嫌
だったのですが、今は違います。小田高のみんな
は、困っている人がいたら一人にはしません。苦
しいときにみんなが助けてくれるのがいいところ
だと思います。周りに人がいることを楽しめるよ
うになった小田高校に感謝しています。もうすぐ
卒業と思うと本当に寂しいです。

関
本
　
克か

つ
ま馬

さ
ん

仲
間
と
支
え
合
っ
た
３
年
間
。

小
田
高
に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た

坂
本
　
柚ゆ

な奈
さ
ん

大
嫌
い
が
大
好
き
に
―
―

私
を
変
え
た
出
会
い
に
感
謝

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集

考
え
続
け
る
生
徒
た
ち

生
徒
の
成
長
を
感
じ
て
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結果は分校化、でも――
僕らは3年間向き合った結果は分校化、でも――
僕らは3年間向き合った

学校教育も部活動も、分校化も――　結果だけが全てではない。学校存続と向
き合って３年目。３年生になった生徒たちの言葉は、これまでの取り組みが間
違いでなかったこと、起業家教育プログラムの魅力と可能性を教えてくれます。

　小田がすごく好きで、ずっとこのままであって
ほしいと願っています。そのためには小田高校の
存続は欠かせないものでした。分校化が決まり、
地域を守れないかもという焦りと不安を感じま
す。自分一人でも何かできることはないかと考え、
最近は放課後の学校に残って平成17年度以降の
旧小田町のことを調べています。もっと小田地域
や小田高校を知ってもらうために、ウィキペディ
アのページを更新したいからです。
　起業家教育の授業はすごいです。地域の皆さん
が協力して、私たちの考える力や話す力を引き出
してくれます。活躍する人々の仕事や考え方、地
域への思いが直接聞ける特別な授業です。ほかの
学校ではできない経験で、自分の向上心に火が付
きました。一緒に頑張ってきた後輩たちにも、あ
きらめないでと伝えたいです。魅力化の取り組み
を楽しんで、いっぱい学んで、自分たちができる
ことを少しでもいいから続けてほしいです。

　１年生の時に先輩たちのビジネスプランの発表
を聞いて、もっと面白いことを考えたいと興味を
持ちました。３年間、起業家教育の授業を受け、実
践的な学びの場だったと感じています。企画を実
現するためには費用がいるし、人を集めるのも大
変です。実際に仕事や町おこしをしている人の話
を聞いて、課題の解決方法を考えることは、本当
に貴重な体験でした。また、多くの人と関わること
で、小田高校が地域の人々に支えられていること
を実感しました。授業も部活動も、地域の皆さんの
協力で充実しています。だから、地域の火を灯し続
けるのが僕らの役割と思うようになりました。
　「絶対に無理と思うことも、人の心を動かすこと
ができたら実現できる」。起業家教育で心に残って
いる言葉です。自分たちのビジネスプランも実現で
きるかもしれないと、希望を持つことができまし
た。将来、地域の活性化につながる仕事に就いて、
人の心を動かすような企画に挑戦したいです。

永
居
　
泰た

い
せ
い成

さ
ん

地
域
の
灯
を
消
さ
な
い
た
め
に
、

人
の
心
を
動
か
す
仕
事
が
し
た
い

船
本
　
優ゆ

い依
さ
ん

高
校
存
続
は
地
域
の
カ
ギ
―
―

一
人
で
も
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
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／

山田　伊
い お り

織さん（３年）

　小田高校の魅力は、他の学校の手本に
なるような団結力です。伝統ある集団行
動は県内でも有名です。きびきびした行
動や気持ちのいいあいさつは、集団行動
で培っています。分校になっても、今ま
で先輩たちが築いてきた伝統を守りたい
し、後輩たちにも受け継いでほしいです。
　部活動の野球では、チームだけでなく
学校全体の団結力を感じました。一番感

動したのが、夏の大会の小田高生の応援で
した。相手高校に比べると人数は半分以下
なのに、聞こえてくるのは倍以上の声――。
心が一つにそろった声だったので、勇気と
感謝の気持ちが込み上げてきました。地域
の人たちも熱心で、幸せな環境で大好きな
野球に打ち込めました。「小田高校野球部」
としては最後の夏になってしまったけれど、
悔いなく迎えられたことに感謝しています。

小田高校の団結力に感動

自分だけが完璧な動きをしても、きれいな集団行動はできませ
ん。周りを見て、声を掛け合い、息を合わすことが大切。みん
なで作る「最高」の集団行動が、人々に爽やかな風を送ります。

観客が風を感じる
伝統の集団行動

近くに塾がないなら、自分た
ちが力になりたい。親身な先
生たちが生徒の学びを豊かに
します。

体育祭では、前の競技で顔が白くなり、それを落とす間
もなく次の競技へ――。人数が少ないから大変ですが、
それだけ役割と活躍の場、思い出がたくさんあります。

みんなが主役の
体育祭・文化祭

親身な先生

小田高校野球部、最後の夏――
Interview
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魅力化だけじゃない、小田高校の魅力

大森　美
み さ と

里さん（３年）

　県の商業高等学校英語スピーチコンテス
トで最優秀賞を受賞し、１月12日に全国
大会に出場することが決まりました。地
元の人たちが「小田高校ってすごいね」と
言ってくれて、うれしいです。受賞は親身
に教えてくれる先生たちのおかげです。
忙しい中、放課後も昼休みも時間を割い
て指導してくれました。全国での入賞は
難しいですがベストを尽くします。

　小田高校のいいところは、先生と生徒の
距離が近いことです。一人一人の個性を把
握し、的確なアドバイスをくれます。熱心な
先生ばかりで、進学を希望する生徒には徹
底的に試験対策に付き合ってくれます。そ
の姿からもたくさんのことを学び、ここで
過ごせたこと自体が価値のあることと気付
きました。大学に行っても一生懸命頑張っ
て、先生たちの思いに応えたいです。

先生との二人三脚だから頑張れた

分校になっても、
　　　きっと変わらない。

小田高校で初めての快挙

授業や祭りで地域の人々と交
流する機会が多い小田高生。
地域の人たちも温かく活動を
見守ってくれます。

地域との交流

少人数でも応援では負けない。一人一人の思いが選
手を後押しします。頑張る人はみんなで応援する。
困っている人はみんなで助ける。その優しさは分校
になっても、きっと変わりません。

野球部最後の夏
全員・全力の応援が
選手の胸を熱くする

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集
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　武田さんとの縁で愛媛県での活
動が始まり、そこで今居先生と出
会い、小田高校での授業が実現し
ました。先生の「３年間、起業家教
育プログラムを頑張った生徒たち
へのご褒美にしたい」というすて
きな思いを受け取り、楽しい授業
になるよう頑張りました。
　小田高校のみんなが素直で明る
くて、びっくりしました。おむす
びを提供する時間になると、授業
のない先生が集まって、一緒にお
むすびをむすんでくれて、小さな
学校だから築ける温かい空間なの
かなと感動しました。
　私は「おむすび」という、誰に
とっても身近な食べ物を真ん中
に、改めて自分の町を誇りに思っ
たり、いろんな世代の人がつな
がったり、食の大切さに気付いて
もらったりしたら、という思いで
活動しています。今回もいろんな
縁がつながりました。ここからま
たどんな風に縁がつながっていく
か楽しみだし、みんなにも大切に
育ててもらえたらうれしいです。

　小田獅子舞保存会で高校生に獅
子舞と太鼓を教えています。町外
から来た１年生も参加するので、地
域の人との交流の場にもなってい
ます。祭り当日や文化祭などで生
徒が舞うときは、みんなで見に行き
ます。獅子舞をやってくれた子は、
やはりかわいいもんです。
　獅子舞は踊りを継承するだけで
なく、思いもつなぎます。先輩たち
に教わることで、地元のことや世代
間の関りなど、いろんなことをひっ
くるめた「思い」が伝わります。そ
の思いさえ継承できたら、カタチは
変わってもいいのかもしれません。
　学校存続の課題も根っこは同じ。
思いをつなぐために、諦めないこと
が大切です。それを教えてくれたの
は小田高校の生徒たちです。大切
なことをきちんと教えてもらい、地
域での活動も一生懸命。私もまだ
まだ頑張ろうという気持ちになり
ます。青春真っ盛りの純粋な気持
ちで、この地域の素晴らしさを体感
してほしいです。私たちもずっとそ
のお手伝いをしたいと思います。

　起業家教育に地域おこし協力隊
として参加し、生徒たちにビジネス
のアドバイスなどをしました。僕を
含め、いろんな種類の大人が生徒
たちとつながることが、この授業の
面白いところ。先生や親が歩んで
きた道以外の社会に触れることで、
新しいことに挑戦する力が湧いて
くると思います。　
　僕の高校生時代は、悪いイメー
ジが先立ち、挑戦を諦めることが
多かったように思えます。「無理」
と思ったらそこから前には進めま
せん。「失敗してもいいから、無理
と言わずにやってみることが大切」
と大学生時代に経験しました。
　生徒のみんなは起業家教育でた
くさんの壁にぶつかったと思いま
す。そこで無理という言葉を飲み
込んで、仲間と一緒に解決策を考
える――　そんな勉強ができるの
は本当にうらやましいことだと思
います。社会に出ても小田高校で
経験したことを忘れず、自分を諦め
ないで、たくさんの道を切り開いて
ほしいです。

小田高校の温かさに感動
すてきな出会いに感謝

伝えたいのは祭りの楽しさ
そして、地域への思い――

小田高での学びを忘れず
自分の未来を開いてほしい

旅
す
る
お
む
す
び
屋

菅
本
　
香か

な菜
さ
ん

小
田
獅
子
舞
保
存
会
会
長

冨
永
　
吉よ

し
ひ
ろ宏

さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊

武
田
　
惇し

ゅ
ん
す
け奨

さ
ん

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集
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お
結
び
―
―
。
　

　
人
と
人
と
の

　
　
つ
な
が
り
を
結
ぶ
場
所

　
11
月
５
日
、
３
年
生
の
起
業
家
教

育
の
最
後
の
授
業
。
今
居
先
生
が
用

意
し
た
の
は「
お
む
す
び
」
の
授
業

で
し
た
。
講
師
は
、「
旅
す
る
お
む

す
び
屋
」
に
な
る
夢
を
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
か
な
え
た
菅
本

香
奈
さ
ん
。
お
む
す
び
仲
間
を
募
っ

て
全
国
各
地
を
旅
し
て
い
ま
す
。

　
今
居
先
生
は「
こ
の
授
業
は
本
来

な
ら
、
な
か
っ
た
授
業
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
学
び
た
い
と
い

う
生
徒
が
い
て
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

で
協
力
隊
の
武
田
さ
ん
か
ら
菅
本
さ

ん
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
最
後
に

生
徒
と
地
域
の
人
と
が
結
ん
だ
、
特

別
な
授
業
が
で
き
て
う
れ
し
い
」と

明
か
し
ま
す
。

　
あ
る
生
徒
が「『
出
会
い
が
大
事
』

は
今
居
先
生
の
好
き
な
言
葉
。
私
た

ち
に
そ
れ
を
実
感
さ
せ
た
く
て
、
た

く
さ
ん
の
人
と
つ
な
げ
て
く
れ
る
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
人
口
が
少
な
く
て
も「
人
交
」
が

多
け
れ
ば
、
生
徒
た
ち
の
豊
か
な
学

び
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
に
根
差

し
て
活
躍
す
る
人
、
広
い
世
界
に
羽

ば
た
い
て
地
域
に
思
い
を
は
せ
る

人
、
夢
を
か
な
え
た
人
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
出
会
う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち

は
多
く
の
選
択
肢
を
見
つ
け
、
自
分

や
地
域
の
未
来
を
主
体
的
に
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の

小
田
高
校
の
生
徒
た
ち
を
大
き
く
成

長
さ
せ
、
広
い
世
界
に
羽
ば
た
か
せ

た
い
―
―
。
そ
う
願
う
人
た
ち
が
こ

こ
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

年
間
40
〜
50
人
も
の
外
部
講
師
が
授
業
を
す
る
小

田
高
校
。
そ
の
出
会
い
が
生
徒
た
ち
に
新
し
い
扉

が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
講
師
を

し
た
皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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先生、地域の皆さん、

いつも見守ってくれてありがとう。

志を果たしに、いつの日にか戻ってきたい

守りたいのは、
　「ココ」にある笑顔と未来。

－　Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｆｅａｔｕｒｅ　ＯDA　Hｉgh Ｓｃhooｌ －　
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小田高生のみんな、

ここで学んだことに自信を持って、

　しっかりと人生を歩んでほしい――

　
16
～
18
歳
と
い
う
多
感
な
時

期
に
、
教
科
書
だ
け
で
な
く
地

域
に
向
き
合
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
は
、
地
域
に
と
っ
て
は
本
当

に
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
生
徒
た

ち
が「
帰
っ
て
き
た
い
」
と
思

え
る
時
間
を
、
地
域
の
人
々
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

そ
の
時
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ

ど
、
地
域
の
未
来
の
力
に
な
る

は
ず
で
す
。

　
最
後
に
魅
力
化
推
進
室
長
の

今
居
先
生
は
言
い
ま
す
。「
君

た
ち
の
学
び
は
面
白
い
。
そ
れ

は
分
校
に
な
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
や

人
々
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、
こ
の
先
に
あ
る
最
高
の
人

生
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
」と
。

　
小
田
か
ら
出
て
い
く
子
も
小

田
の
子
。
小
田
に
来
て
く
れ
る

子
も
小
田
の
子
。
寮
生
で
も
お

客
さ
ん
扱
い
じ
ゃ
な
く
、
地
域

の
子
と
し
て
扱
っ
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
土
地
柄
と
人
柄
の
よ

さ
が
、
生
徒
の
す
て
き
な
笑
顔

を
引
き
出
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
笑
顔
と
思
い
出
、
学
び
と
伝

統
、
生
徒
と
地
域
の
未
来
。
た

く
さ
ん
の
コ
ト
が
詰
ま
っ
た
小

田
高
校
を
、
い
つ
ま
で
も
大
切

に
思
っ
て
ほ
し
い
―
―
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